
本
徳
寺
は
、
蓮
如
上
人
の
ご
意
向
に
よ
っ
て
、
今
か
ら

本
徳
寺
は
、
蓮
如
上
人
の
ご
意
向
に
よ
っ
て
、
今
か
ら

五
百
年
前
、
本
願
寺
勢
力
の
西
の
拠
点
と
し
て
建
立
さ
れ

五
百
年
前
、
本
願
寺
勢
力
の
西
の
拠
点
と
し
て
建
立
さ
れ

ま
し
た
。

ま
し
た
。

十
五
世
紀
、
西
日
本
は
仏
光
寺
系
の
真
宗
寺
院
が
勢
力
を

十
五
世
紀
、
西
日
本
は
仏
光
寺
系
の
真
宗
寺
院
が
勢
力
を

伸
ば
し
、
時
宗
の
お
念
仏
も
盛
ん
で
、
本
願
寺
の
教
圏
は

伸
ば
し
、
時
宗
の
お
念
仏
も
盛
ん
で
、
本
願
寺
の
教
圏
は

近
畿
か
ら
東
に
限
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

近
畿
か
ら
東
に
限
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
蓮
如
上
人
の
御
晩
年
に
は
、
仏
光
寺
の
経
豪
が

し
か
し
、
蓮
如
上
人
の
御
晩
年
に
は
、
仏
光
寺
の
経
豪
が

多
数
の
系
列
寺
院
を
引
き
連
れ
て
本
願
寺
に
寄
属
し
、
安

多
数
の
系
列
寺
院
を
引
き
連
れ
て
本
願
寺
に
寄
属
し
、
安

芸
の
仏
護
寺
（
広
島
別
院
）
も
編
入
さ
れ
る
に
及
ん
で
、

芸
の
仏
護
寺
（
広
島
別
院
）
も
編
入
さ
れ
る
に
及
ん
で
、

一
挙
に
西
日
本
に
お
け
る
本
願
寺
の
教
圏
が
拡
大
さ
れ
ま

一
挙
に
西
日
本
に
お
け
る
本
願
寺
の
教
圏
が
拡
大
さ
れ
ま

し
た
。
そ
の
た
め
、
本
願
寺
の
拠
点
の
必
要
性
が
高
ま
り
、

し
た
。
そ
の
た
め
、
本
願
寺
の
拠
点
の
必
要
性
が
高
ま
り
、

蓮
如
上
人
の
命
に
よ
り
御
堂
衆
（
上
人
の
分
身
と
し
て
代

蓮
如
上
人
の
命
に
よ
り
御
堂
衆
（
上
人
の
分
身
と
し
て
代

行
権
を
持
っ
た
役
職
）
の
一
人
法
専
坊
空
善
が
英
賀
に
下

行
権
を
持
っ
た
役
職
）
の
一
人
法
専
坊
空
善
が
英
賀
に
下

り
本
徳
寺
を
こ
の
地
に
誕
生
さ
せ
た
の
で
す
。

り
本
徳
寺
を
こ
の
地
に
誕
生
さ
せ
た
の
で
す
。

上
人
は
、
中
世
と
い
う
迷
妄
に
と
ら
わ
れ
た
時
代
に
、「
た

上
人
は
、
中
世
と
い
う
迷
妄
に
と
ら
わ
れ
た
時
代
に
、「
た

す
け
た
ま
へ
と
た
の
む
一
念
」
と
い
う
独
特
の
表
現
に

す
け
た
ま
へ
と
た
の
む
一
念
」
と
い
う
独
特
の
表
現
に

よ
っ
て
、
民
衆
の
一
人
一
人
に
往
生
浄
土
を
目
指
す
自
立

よ
っ
て
、
民
衆
の
一
人
一
人
に
往
生
浄
土
を
目
指
す
自
立

し
た
個
人
を
自
覚
さ
せ
、
社
会
的
に
下
類
・
悪
党
と
さ
れ

し
た
個
人
を
自
覚
さ
せ
、
社
会
的
に
下
類
・
悪
党
と
さ
れ

た
呪
縛
を
見
事
に
解
き
放
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
教
え
は
、

た
呪
縛
を
見
事
に
解
き
放
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
教
え
は
、

説教　光明寺・長谷 都子師
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午前 10 時 無量寿経作法・引き続き説教
午後 １時　 説教
午後 ２時 奉讃大師作法・引き続き説教

５月12日・日曜日
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